
てきました。ただ，それらのどれが適しているかを

選ぶ際，その話題で話すときの単語の難易度も大き

な要素になります。でももっと大事なのは，賛成，

反対どちらにしろ，根拠がたくさん述べられるかと

言うことです。「好きなものは好き」みたいな話にな

るとディベートとして盛り上がりません。

（2） 意見を述べる

　次は意見が言えるようになることが大切です。そ

こで行ったのが，opinionレースです。ペアで一方

がひとつ意見を述べます。例えば，

S3: I like The Beatles. 

S4: Why do you like The Beatles? 

S3: Because their songs are good. 

S4: Why do you think their songs are good?

S3: The melody of the songs is good. 

S4 Anything else?

　S3 は自分の述べた文の理由や例を述べていきま

す。S4 は，相手の意見に対し，質問を続けます。

どれだけの数の意見を言えたかを競います。

　次に，相手の意見に応じて，意見を言う練習をし

ます。“Summer vacation is better than winter 

vacation.”というお題でペアになり賛成と反対の立

場に分かれ意見を言い合います。ただ意見を述べる

のではなく，ここでは相手の意見に対応した意見を

述べ合うことが重要です。賛成の意見“We can 

enjoy swimming in summer vacation.”に対し，

反対の意見“We have more homework in 

summer vacation than in winter vacation.”

では，相手の意見に対応していないことになります。

“I see your point, but we can enjoy skiing in 

winter vacation.”と言えば対応します。

　最初は紙を交換しながら，紙上で意見の交流を行

います。紙上で行うことで，相手の意見を読んで確

認でき，反論しやすくなります。また，相手の意見

で使えるものがあるときは，利用して意見を述べる

ことができるようになり，ディベートで使う表現が

定着していきます。

　そして，ディベートのまとめとして，8人のグルー

プで様々なトピックでディベートを行いました。

ジャッジの仕方も事前に練習を行います。

 

７．本時の目標 

・単元目標(１)・評価規準①：ディベートで役割ごとに積極的に活動している。 

・評価規準②：身近な社会的な事柄について，メモに基づき，自分の意見を理由とともに述べたり，議論すること

ができる。 

 

８．本時の学習過程（第４時） 

 学習内容と学習活動 指導上の留意点，★思･判･表を伸ばす方策，◆評価 

導 

入 

1. 今日の目標を確認する。 
 
 
 
2. グループでディベートをするのに必要な事柄

を決める 
①役割（ジャッジ，肯定側，否定側）を決める

②２つの議題を，紙に書いておく。 

 

 

 

・グループでのディベートがスムーズに進むように，対戦と役割の順番

を提示する。 
 
・今日の議題を提示する。 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 本日の議題それぞれに対して自分の意見

を肯定側と否定側，またそれに対しての予想

される反駁意見のメモを見直す。 
 
4. それぞれのグループでディベートを行う。 
やり方 
①A:肯定側，B：否定側，C,D:ジャッジで5分間

ディベートを行う。 
②その後1分間ジャッジはフローチャートを基

に相談して，勝敗を決定する。 
この手順で役割をスライド交代しながら，4回行

う。議題は二つ行う。 
１回目 議題 A 
A:肯定側，B:否定側，C,D：ジャッジ 
2回目 議題B 
B:肯定側，C:否定側，D,A：ジャッジ 
3回目 議題A 
C:肯定側，D:否定側，A,B：ジャッジ 
4回目 議題B 
D:肯定側，A:否定側，B,C：ジャッジ 

・このときは辞書を使用してもよいが，相手に伝えることが目的であり

，相手に伝わらないような難解な単語などを使わずに，相手に伝わる

ような表現を使うように指導する。 
・相手に明確に伝わるように音読しながら確認するように指導する。 
◆[表現]②：ノート 

 
★相手の意見をふまえて，自分の意見を適切に相手に伝える方法を思考

・判断する。ジャッジの立場で，対立する二者の意見を聞き，より論理

的に判断し，意見が述べられているかを判断する。 

・ディベートがスムーズに行われるようにタイムキーパーの役割

を果たす。 

・グループでそれぞれの役割が機能しているかを観察し，うまく

いっていないグループがあれば支援を行う。 

・ボイスレコーダーをそれぞれのグループに配り，次の時間に振

り返りの時に使うこととそれで評価することも伝えて，自分たち

のグループのディベートを録音するように指示する。 

◆[意欲・関心]①：観察，ボイスレコーダー 

◆[意欲・関心]②：ジャッジペーパー，ボイスレコーダー 

 

ま 

と 

め 

8.本時のまとめをする。 ・次時にボイスレコーダーを使って，今日の振り返りをすること

を伝える。 

 

９．資料・教具・準備など 

作業  ： 生徒用ワークシート，ボイスレコーダー，プレゼンテーションソフト 

本時の目標：ディベートに挑戦しよう。～説得力のある意見を述べよう～ 

Topic 
 

肯定側(Yes / I agree) 
No Reasons・Opinions 得点 
1 
 
 
4 
 
6 
 
8 
 
 
10 
 
 
12 
 
14 
 
16 

We have a summer festival. 
 
Summer vacation is very long. So, we have much free time.  We can  
enjoy many things, such as swimming in the sea, traveling , 
 
We can enjoy eating ice creams. Ice creams are very delicious. 
 
We have some exciting events in summer vacation, too. 
We have obon. 
 
In Obon we can see many 親戚、they sometimes give me some  
お小遣い。I’m very happy. 
 
Sky in summer vacation is very beautiful. 
 
We have much homework.  We can study more. 
 
So you have to study more. 
 
 
 

点数のつけ方 （加点方式）一つ理由や意見を言う→1 点、 
○英語の表現が優れている(＋1 点) 
○根拠があり説得力がある or 相手の意見に対応している(＋１～３点) 
最高得点：5 点 

 
 

否定側(No  /  I don’t agree) 
No Reasons・Opinions 得点 
2 
 
 
3 
 
5 
 
7 
 
9 
 
11 
 
13 
 
15 
 
17 
 

I don’t like it, because too many people are there. It’s very crowded. 
I’m very tired. 
 
Summer vacation is too long. I miss my friends.  
 
I can’t swim.  I like skiing better than swimming. 
 
If you eat much ice creams, you will have stomachache. 
 
We have many exciting events, such as Christmas, new year ’s day. 
  
New year’s day is better than obon because we can get otoshidama. 
 
Sky in winter vacation is clean.  We can see many stars at night. 
 
I don’t like math.  It’s very difficult. 
 
We have 書き初め home work.  It’s Japanese tradition.  書き初め 
Is good for Japanese. 
 
 

コメント

記入者（ ）

Is summer vacation better than winter vacation? 

5．おわりに

　英語でディベートをするのは中学生にとっては困

難な課題かもしれません。生徒の現状と課題に合わ

せた授業をすることはとても大切です。しかし，『生

徒にこんなことができるようになってほしい』とい

う願いと目標を持たないと，毎日の授業をただ，こ

なすだけになってしまいます。

　人との関わりの中でしかコミュニケーション能力

は育たないと思います。まだまだ課題はたくさんあ

りますが，授業に様々なプロジェクト活動を取り入

れ，人としっかりと関わっていける力を育てられる

授業を作り上げていくことに挑戦していきたいです。

5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに5．おわりに

1．はじめに

 本校は，長崎市に落とされた原子爆弾の被害を受

けた悲しい歴史を背負っています。校舎の敷地に

は，被爆校舎や慰霊碑，平和のモニュメントなど原

爆に関するものが多く存在し，平和学習や慰霊のた

めに国内外から多くの人が訪れます。本年度は研究

主題を「確かな学力を身につけ，平和な未来を構築

する児童の育成～思いを伝え合い，人と関わりを深

める活動を通して～」と設定し，総合的な学習の時

間や道徳を中心として全教科・活動と関連させなが

ら平和について学び，発信しています。

 今年の 7月に，イタリアの小学生から平和の願い

が込められた折り鶴が贈られました。このことを

きっかけに，5年生ではイタリアの小学生と交流を

深める活動を計画しました。そこで今回は，Hi, 

friends 1（文部科学省）で初めてアルファベットを

題材とする Lesson 6「アルファベットを探そう」

の活動を，子どもの実態や興味・関心に沿ってアレ

ンジした授業実践，『アルファベットを使ってメッ

セージカードを作ろう！　～平和の思いをメッセー

ジカードで伝えよう～』 についてご紹介します。

◆本校の HPに公開の指導案とあわせてご覧ください。

　http://www.nagasaki-city.ed.jp/shiroyama-e/

2．小中連携授業

 本単元の最後の時間を小中連携事業の一環として

公開し，授業研究会を行いました。また，市教委指

導主事に模擬授業・公開授業に来ていただき，指導

をしていただきました。これまで，小中連携の情報

交換の際に中学校の先生方から「外国語活動でアル

ファベットは書けるようにしてほしい」とたびたび言

われてきました。しかし，アルファベットを書ける

ようになるといった技能的なことは，現行の『小学

校学習指導要領 外国語活動編』（文部科学省）には明

記されていません。そこで，「アルファベット」を取

り扱った授業研究を公開し，研究会を行うことで，

授業の実態や活用している教材を具体的に理解して

いただき，指導法の継続性（小学校外国語活動で行っ

たような活動の設定，外国語活動で使った教材の活

用）につなげたいと考えました。

3．授業の実践

（1）活動目標―目的意識と相手意識の明確化

 アルファベットを使ったコミュニケーション活動

の充実を図るために，次の活動目標を立てました。

● イタリアの小学生に，簡単な英語（単語）で作

成したメッセージカードを贈ろう

●級友のために，メッセージカードを作ろう

　活動目標を立てることで，カード作成は自分のた

めでなく，相手のための（相手のことを考えた）活

動になります。【目的意識の明確化】

　最後に作成したカードについて，ペアで振り返りを

します。相手のために作ったものなので，相手を認め

たり，賞賛したりできる環境が自然に作られます（意

識の共有）。また，4つのコミュニケーションポイン

ト（Smile, Eye contact, Clear voice, Gesture）

を活動の中でうまくできている子どもを認め，これら

をクラスで意識させます。【相手意識の明確化】

（2）コミュニケーション活動について

　ルールはシンプルに説明することと，ALTに英

語で説明してもらい，担任が子どもにわかりやすい

英語で繰り返して，活動のやり方や目的を理解させ

ることを，日頃から心がけています。そして，子ど

木下聖子　 K i n o s h i t a  S e i k o

（長崎県長崎市立城山小学校）

アルファベットを使った
コミュニケーション活動
～平和の思いを世界に伝えよう～
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　本欄で取り上げる比較文化的な例は，あくまでも

相対的な見方であることをときどきお断りしてきた

が，今回の例もその典型である。つまり，英語も日

本語も「嘘をつくこと」は「正直ではないこと」であ

り，よくない行為であるという点は同じである。違

いがあるとすると，どの程度よくないとして捉える

かである。結論からいえば，英語文化にとって lie

は極めて深刻な反人間的，反社会的行為であるが，

日本文化では，相対的にその程度が小さい。

　これは，lieや「嘘」を使った表現の意味用法や，

それに対する反応をみるとわかる。まず，日本語で

「嘘」という語は英語に比べるといわば「軽く」使わ

れる。相手の話を聞いていて，内容が信じられない

場合は，「それは嘘でしょう？」とか「嘘をつかない

でください」という。あるいは「ウッソー！？」など

と絶叫するときがある。これはすべて，「それは事

実ではないでしょう？」「冗談を言わないでくださ

い」「ほんとですか！？」などを意味し，強い反発や

糾弾はない場合が多い。約束を守る意味でかわす

「指切りげんまん嘘ついたら針千本飲ます」の「嘘」

も，一般には軽い気持ちで言われる。

　もしこのような発話の相手が英語圏の人たちで，

そのまま英語に直して，Are you telling a lie?

とか Don’t tell me a lie.とか That’s a lie!など

と言おうものなら，かれらはほとんどの場合，大変

な侮辱と受けとったり，怒って反撃してきたりする。

代わりに英語では Are you kidding me?とか

Don’t tell me a joke.とか I can’t believe it!

と表現し，lieという語を使わないのである。

　英語圏の人たち（欧米人全般についても言えるこ

とだが）は，それほど lieという語そのものに敏感な

のである。それは，英語圏では「嘘をつくこと」は人

間として最大級のわるいことだと考えられているか

らである。嘘が最大の罪悪の 1つであると考えられ

ているのは，モーゼの十戒が影響しているだろう。

十戒では最初の 4つが神への信仰に関すること，あ

との 6つが人間としてあるべき姿を述べているが，

全体のうち 8番目の戒めとして “You shall not 

give false testimony against your neighbor.”

（The Bible Exodus 20-16，New International 

Version）がある。「汝，隣人に偽証をするなかれ」で

ある。これが，You shall not tell a lie.として，

一般の人の道徳律の中にしみ通っているのである。

　「嘘」に対峙する語は日本語では「正直・誠実 ･事

実」などである。英語では honesty・sincerity・

factなどである。英語国民が人に対して誠実であ

るということは，嘘を言わないということになる。

このため，相手が不快に思っても，Yes，Noなど

の答えははっきり言うし，自分が相手の主張や意見

に反対である場合は，そのことを明確にしようとす

る。従って，英語文化では「嘘も方便」よりも

Honesty is the best policy.なのである。日本

人が嘘も方便と考えるのは，よく言えば「相手への

思いやり」（これがしばしば日本流の誠実さになる），

わるく言えば「その場限りの繕い」である。また，

古諺に「嘘八百」「嘘をつかねば仏になれぬ」「嘘から

出た実（まこと）」「正直者が馬鹿をみる」などがある

ように，多少の嘘を容認する志向が見られる。

　英語にも white lie（悪意のない嘘，他愛ない嘘）

という言い方があって，笑って済ませられる嘘はあ

るにはあるが，使われる場の多様さや頻度は，日本

と比べると大きな差がある。たとえば，日本では演

歌や歌謡曲にまで，嘘を許容するようなタイトルが

みられる。『嘘でもいいから』『やさしい嘘』『嘘なら

やさしく』などである。英語圏ではこれほど多くは

ないだろう。そういえば 20年ほど前だが，歌以外

にも『嘘でもいいから』というタイトルのテレビド

ラマもあった。

　言語表現上これだけ「嘘」が蔓延すると，政治家

の嘘や振り込め詐欺の嘘などがまかり通っても不思

議ではない。為政者の虚言や詐欺商法はどこの世界

にもあるが，振り込め詐欺にみられるように，日本

では相対的に多いのではなかろうか。筆者が思う

に，嘘に対して鈍感で無防備だからであろう。

もたちに自信をもたせ，次の活動につなげます。

（3）オリジナル教材と手立て（5時間配当）

【第 1時】　意欲の高まりを継続させるため，まず，

本単元のゴールを紹介しました。同学年の先生の協

力のもと，メッセージカードづくりの DVDを作成

しました。セリフは本単元で使用する英語表現だけ

にし，セリフが少ない分，動作や表情で何をしてい

るかわかる内容にしました。その後，ワークシート

を配り，平和の思いを感じる言葉とそれを選んだ理

由を日本語で書かせました（それぞれが選んだ言葉

は第 5時のメッセージカードづくりで使うため，

授業後に教師が英語に訳しておきます）。

【第 2時】　黒板にアルファベットの大文字を書き，

何に関係するアルファベットかを当てるクイズをし

ました。ペアやグループで相談させたり，ジェス

チャーや関連のある言葉でヒントを与えたりするこ

とで，全員がクイズに参加できます。例えば，黒板

に書かれた Hと Bを読みながら，何のことか推測

していきます。筆箱を指差し，書く動作をすること

で「鉛筆の HB」とすぐに気付きました。

【第 5時 展開  ―メッセージカードを作るコミュニ

ケーション活動】　慣れ親しんできた表現を使い，

店員役と買い物客役に分かれて行う SHOPPING

ゲームで，自分がほしいアルファベットのカードを

集めながら，メッセージカードを作成します。手順

は次の通りです。

① 　デモンストレーション：めあてを確認したあと， 

ALTとの SHOPPINGゲームのデモンストレー

ションを見せ，コミュニケーションポイントを意

識させる（どうするともっとよくなるかなど）。

②  表現・コミュニケーションの確認：隣の席と机

を向かい合わせ，前後の席も机を隙間なく付けま

す。向かい合ったペアで表現を確認します。

　10秒たったら合図で矢印の方向に席を移動し，

次のペアと会話します。

③ 　本活動―SHOPPING ゲームとメッセージカー

ドづくり：コミュニケーションをしながらアルファ

前
1 2 3 4 5

10 9 8 7 6

ベットのカードを 1枚ずつ集め，メッセージカー

ドに貼っていき，ことばを完成させます。前後半

で店員役と買い物客役の役割を交代します。

　前半の活動を終えたら，評価の時間を設けます（中

間の評価）。子どもたちが，コミュニケーションポ

イントを意識してできているか，自己評価や他者評

価をし，互いの良さを認め合います。また，活動で

困った点を出し合い，話し合って，後半の活動に生

かします。

　活動で困った点としては，店に人が来ない（コ

ミュニケーションがとれない）ことなどがありまし

た。指導者が解決策を示すのではなく，子どもに意

見を出させることで，後半のコミュニケーションの

活動が充実します。

【第 5時 まとめ  ―振り返りとその発表】　学習の

振り返りをカードに記入させたあとに発表をさせま

した。振り返りカードには活動の楽しさだけでな

く，単元を通して感じたことなどが書かれていまし

た。そして，作成されたカードに込められた「平和

への思い」を紹介しました。

　指導していませんが，振り返りカードに，掲示さ

れた単語やゲームの名前を写して書く子どもが増え

ています。自分から言ったり聞いたりした英語を書

きたいという子どもの意欲の高まりを感じました。

4. おわりに

　本単元は，英語というツールを使って自分の思い

を表現し，相手意識をもって取り組んだ活動になり

ました。授業後の研究会では，中学校の先生方から

「英語を習得するだけでなく，その態度や助け合う，

声をかけ合うといった姿勢がよかった。中間の評価

や振り返りの発表など参考にしたい。小学校の学習

内容を意識して頑張りたい。」などの感想をいただ

きました。小中連携の大切さを改めて感じました。
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